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藩
政
時
代
武
士
・
町
人
を
含
め
た
全
人
口
お
よ

そ
三
万
五
千
人
程
度
の
福
井
城
下
に
は
実
に
百
六

拾
か
寺
余
の
寺
社
が
存
在
し
た
。
城
下
の
各
所
に

見
ら
れ
る
蓋
は
仏
教
王
国
と
云
わ
れ
て
い
る
越
前

国
の
首
自
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
各
地
か
ら
城
下
に
集
中
せ
し
め
ら
れ

た
も
の
や
、
或
い
は
各
領
主
や
藩
の
重
臣
叉
は
富

豪
の
町
人
等
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
も
の
等
は
各

時
代
各
宗
派
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
示
し
て

居
り
、

ζ

れ
等
の
各
寺
院
の
沿
革
を
窮
め
る
乙
と

は
各
宗
派
の
分
布
と
そ
の
布
教
浸
透
の
状
況
が
知

ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
町
方
記
録
の
乏
し
い
福
井

に
於
い
て
は
都
市
発
展
を
解
明
す
る
た
め
の
鍵
と

も
な
る
も
の
で
あ
る
。
乙
う
云
っ
た
趣
旨
か
ら
特
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7の6

に
藩
政
時
代
ま
で
存
在
し
た
寺
社
に
限
っ
て
、
知

り
得
る
限
り
の
資
料
を
集
め
こ
れ
を
各
類
型
に
分

類
し
て
集
録
し
て
見
た
。

所
で
と
れ
等
の
記
録
は
縁
起
的
な
点
に
至
つ
て

は
誇
張
作
為
的
な
面
が
歴
然
と
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
叉
普
通
の
寺
伝
沿
革
に
も
長
年
月
に
伝
え

ら
れ
て
来
た
間
に
沿
革
の
飛
躍
的
な
結
び
付
き
ゃ

時
代
的
矛
盾
な
ど
の
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
こ

れ
等
を
正
史
に
照
し
、
同
じ
類
型
の
寺
院
沿
革
と

も
比
べ
て
矛
盾
誤
伝
を
除
、
喝
さ
、
出
来
得
る
限
り
正

し
い
も
の
に
改
め
た
。

さ
て
明
治
以
後
の
沿
革
に
就
い
て
は
明
治
初
年

宗
教
法
改
正
に
よ
っ
て
提
出
せ
し
め
ら
れ
た
も
の

(
寺
院
台
帳
)
と
昭
和
十
五
、
六
年
頃
に
提
出
せ

し
め
ら
れ
た
も
の
(
寺
院
明
細
帳
)
と
が
あ
る
。

前
者
は
既
に
現
寄
せ
ず
、
各
寺
院
に
残
る
捜
か
ら

僅
か
に
窺
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
後
者
は
県
庁
や

市
役
所
に
も
残
寄
し
、
叉
福
井
市
史
下
巻
に
も
集

録
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
寺
院
台
帳
は
資
料
価
値

が
あ
り
、
そ
の
滅
失
は
残
念
な
事
で
あ
る
。

務
政
時
代
の
記
録
に
な
る
と
松
平
文
庫
蔵
の

「
越
藩
拾
遺
録
」
が
あ
る
。
内
容
か
ら
見
て
安
、
氷

・
天
明
・
寛
政
聞
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
願

照
寺
や
宗
源
寺
が
藩
及
び
本
山
に
提
出
し
た
安
永

三
年
八
月
の
由
緒
書
が
同
寺
に
現
在
す
る
所
か

ら
、
こ
の
書
は
こ
れ
を
基
に
こ
の
頃
編
集
さ
れ
た

も
の
と
判
明
す
る
。
叉
文
部
省
史
料
館
に
も
「
拾

遺
録
」
と
同
時
期
と
思
わ
れ
る
「
御
城
下
寺
社
号

誌
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
当
時
の
百
五
拾
四

か
寺
社
及
ぴ
宗
派
、
所
在
町
名
、
山
号
・
院
号
、

そ
れ
に
本
寺
末
寺
の
関
係
も
知
ら
れ
こ
の
方
面
で

の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
「
越
前
国
名
蹟
考
」
に

は
「
拾
遺
録
」
の
記
録
を
基
に
慶
応
年
度
の
著
者

の
聞
繕
い
に
よ
っ
て
寺
社
の
沿
革
を
記
し
て
い

マ
hv

。藩
政
時
代
に
於
げ
る
寺
社
の
移
転
及
び
創
廃
寺

は
松
平
文
庫
蔵
の
各
時
代
の
城
下
絵
図
を
比
較
す

る
ζ

と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
、
特
に
貞
享
二
年
及

び
正
徳
三
年
の
城
下
絵
図
作
製
の
為
予
め
書
き
上

げ
ら
れ
た
「
御
城
下
絵
図
別
記
寺
社
」
に
は
各
寺

社
の
境
内
地
の
図
面
と
共
に
御
朱
印
地
、
地
子

地
、
町
役
地
等
の
地
種
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
当
時
の
城
下
内
の
地
方
地
・
町
方
地
等

法
制
史
上
の
複
雑
な
地
種
関
係
等
も
窺
え
て
貴
重

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
寺
院
に
よ
っ
て
は
沿
草

の
誤
り
が
訂
正
さ
れ
る
資
料
に
も
な
る
。
即
ち
寺

社
地
は
、
藩
政
初
期
か
ら
存
在
し
た
も
の
及
び
そ

れ
以
後
藩
命
な
ど
で
創
建
叉
は
移
建
せ
し
め
ら
れ

た
寺
社
に
関
し
て
は
無
地
子
・
無
役
地
の
拝
領
地

で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
自
発
的
に
寺
地
を
買
求

創昨
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め
た
寺
院
は
境
内
悉
く
地
子
地
叉
は
町
役
地
と
な

る
。
結
局
は
地
方
地
(
地
子
地
)
が
城
下
内
で
は

町
役
地
し
か
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

乙
の
他
松
平
文
庫
蔵
の
「
御
家
老
中
御
用
留
抜

集
」
(
一

l
五
)
や
「
御
用
留
抜
書
」
及
び
「
国

事
叢
記
」
等
に
も
当
時
の
寺
社
関
係
の
資
料
が
あ

る
。
本
稿
は
以
上
の
資
料
に
よ
っ
て
、
福
井
城
下

の
寺
社
の
沿
革
在
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
寺
社
は
次
の
七
項
目
に
分
類
で
き
る
。

一
、
古
代
中
世
に
創
建
さ
れ
た
寺
社

一
、
安
土
・
桃
山
時
代
に
訓
建
さ
れ
た
寺
社

一
、
一
一
来
谷
引
越
寺
社

一
、
藩
政
以
前
一
一
諜
谷
以
外
よ
り
の
引
越
寺
社

一
、
藩
政
時
代
創
建
さ
れ
た
寺
社

一
、
結
城
・
高
田
・
吉
江
・
松
岡
引
越
寺
社

一
、
落
政
時
代
そ
の
他
引
越
寺
社

今
回
は
こ
の
内
、
一
乗
谷
引
越
寺
社
に
関
し
て

集
録
し
た
。

一
乗
谷
は
文
明
三
年
(
一
四
七
一
)
朝
倉
敏
景

の
築
城
に
創
ま
り
、
天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
滅

亡
ま
で
の
百
余
年
間
朝
倉
五
代
の
城
下
と
し
て
栄

え
た
所
で
あ
る
。
こ
の
一
一
束
谷
城
下
の
範
囲
に
就

い
て
は
現
在
の
一
一
束
谷
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
近
郷

を
も
含
め
た
相
当
に
広
範
囲
な
地
域
が
想
定
さ
れ

る
が
、

ζ

こ
で
は
一
乗
谷
中
の
寺
社
に
主
体
を
置

き
、
波
著
寺
や
法
興
寺
な
ど
一
一
束
谷
外
で
あ
っ
て

も
通
称
一
一
束
引
越
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
は
こ
れ

に
含
め
た
。

さ
て
一
一
束
の
幽
谷
は
古
代
仏
教
の
適
地
で
あ
っ

た
ろ
う
か
、
泰
澄
に
結
び
つ
く
と
云
う
寺
社
も
あ

り
、
天
台
密
教
の
流
れ
を
汲
む
西
山
光
照
寺
も
平

安
末
期
に
は
既
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌

倉
時
代
に
は
浄
土
宗
源
智
の
布
教
も
あ
っ
て
こ
れ

に
測
源
す
る
寺
院
に
は
一
乗
寺
・
真
照
寺
が
あ

る
。
し
か
し
一
乗
谷
の
社
寺
の
繁
栄
は
敏
景
の
築

城
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
西
山
光
照
寺
は

文
明
三
年
の
再
建
以
後
一
乗
谷
に
多
く
の
塔
頭
末

寺
を
有
し
て
栄
え
、
遅
れ
て
清
源
寺
や
岡
保
西
光

寺
な
ど
長
享
延
徳
に
亙
る
坂
本
真
盛
上
人
の
布
教

に
よ
る
天
台
宗
真
感
派
寺
院
を
始
め
、
領
主
朝
倉

氏
の
帰
依
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
安
養
寺
(
浄
土

宗
)
心
月
寺
(
曹
洞
宗
)
も
あ
っ
た
。
武
臣
や
庶

民
の
信
仰
を
集
め
た
日
蓮
宗
は
現
在
知
り
得
る
限

り
で
も
七
か
寺
に
及
び
、
い
ず
れ
も
そ
の
本
山
を

異
に
し
て
い
る
か
ら
、
日
蓮
宗
各
派
競
っ
て
一
乗

谷
を
中
心
に
教
線
を
延
ば
そ
う
と
し
た
事
情
が
窺

え
る
の
で
あ
る
。

一
万
真
宗
寺
院
は
既
知
の
如
く
文
明
三
年
の
蓮

如
北
国
下
向
に
起
因
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。
所

が
朝
倉
氏
と
蓮
如
と
の
友
好
関
係
は
四
か
年
し
か

続
か
ず
、
文
明
七
年
か
ら
始
ま
る
一
向
一
授
は
約

一
世
紀
近
く
興
亡
を
操
り
返
し
た
。
従
っ
て
こ
の

様
な
敵
対
関
係
に
あ
る
真
宗
寺
院
が
朝
倉
氏
治
下

の
一
乗
谷
に
成
立
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
現
在
知

り
得
る
限
り
一
一
東
谷
に
起
源
を
有
す
る
と
称
し
て

い
る
真
宗
寺
院
に
は
教
重
寺
(
西
派
)
・
正
徳
寺
・

回
目
蔵
寺
(
松
岡
)
の
三
か
寺
し
か
な
い
が
、
こ
れ

等
寺
録
及
び
過
去
帳
等
を
綿
密
に
検
し
て
見
る
と

い
ず
れ
も
不
自
然
に
一
一
束
谷
に
起
源
吾
持
と
う
と

す
る
偽
装
的
な
面
の
明
瞭
な
も
の
ば
か
り
で
で
あ

る
た
め
、
従
っ
て
こ
の
頂
目
で
は
取
り
扱
わ
な
い

ζ

と
に
し
た
。

波
著
寺
(
真
言
宗
)
|
元
足
羽
山
に
在
り
(
廃
寺
)

養
老
年
中
審
澄
開
基
‘
一
乗
に
勧
語
、
天
正
年
中

長
谷
川
藤
五
郎
秀
一
北
圧
愛
宕
坂
へ
移
す
。
〔
拾

遺
録
〕朝

倉
始
末
記
に
「
天
文
十
七
年
(
一
五
四
八
)

三
月
二
十
二
日
申
刻
孝
景
公
波
著
寺
へ
参
詣
有
ケ

ル
ガ
下
向
ノ
路
次
ニ
テ
頓
ニ
逝
去
シ
給
ケ
リ
」
と

あ
る
が
此
頃
の
波
著
寺
は
勿
論
北
庄
愛
宕
坂
で
は

な
い
。
寺
跡
は
現
在
一
一
束
谷
外
、
旧
酒
生
村
成
願

寺
区
に
害
す
る
。
足
羽
郡
誌
後
篇
に
よ
れ
ば
「
波

著
観
音
跡
、
(
成
願
寺
)
桜
谷
垣
内
よ
り
山
上
約

七
八
町
の
山
腹
に
あ
り
、
本
尊
は
十
一
面
観
音
に

ヤ，九
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し
て
足
利
時
代
に
は
加
賀
の
国
の
那
谷
寺
此
地
に

あ
り
し
を
、
応
仁
の
乱
に
て
焼
き
乙
ぽ
た
れ
、
住

僧
は
卒
く
も
本
尊
を
負
う
て
彼
地
に
逃
れ
再
興
せ

し
な
り
と
口
碑
に
存
す
。
其
証
と
し
て
山
上
に
は

本
堂
・
経
堂
・
鐘
堂
の
跡
あ
り
。
皆
石
垣
を
以
て

高
く
積
み
か
さ
ね
た
り
。
今
の
波
著
観
音
は
も
と

高
波
山
の
麓
に
あ
り
て
往
古
男
大
越
皇
子
越
前
の

水
利
を
治
め
給
は
、
ざ
り
し
以
前
、
此
村
の
附
近
の

如
、
き
は
恰
も
湖
水
の
如
く
、
風
波
荒
き
時
は
此
神

社
の
階
下
ま
で
打
ち
つ
け
た
り
と
い
う
に
よ
り
今

に
波
著
の
名
あ
り
。
其
後
今
の
那
谷
寺
の
跡
に
移

し
て
把
り
レ
も
の
な
り
と
い
う
。
鳥
居
に
は
波
著

寺
と
彫
り
つ
け
あ
り
。
」

一
乗
寺
摂
取
山
来
迎
院
(
浄
土
宗
鎮
西
派
京

都
智
恩
院
末
)
|
緑
町

開
基
源
智
上
人
ハ
小
松
内
大
臣
重
盛
公
孫
、
備

中
守
師
盛
ノ
子
、
母
中
納
言
家
盛
郷
ノ
子
ナ
リ
。

建
久
六
年
十
三
才
ニ
テ
法
然
ノ
弟
子
ト
ナ
リ
、
二

十
七
才
ノ
時
(
承
元
四
年
三
二

O
)
一
乗
へ
来

リ
一
宇
ヲ
建
テ
一
乗
寺
ト
号
ス
。
天
正
九
年
北
庄

へ
終
リ
〔
拾
遺
録
〕
運
正
寺
開
基
後
満
誉
上
人
帰

洛
に
付
一
乗
寺
満
清
和
尚
に
運
正
寺
舎
属
せ
ら

る
。
叉
当
一
寺
に
一
国
女
の
墓
あ
り
、
是
れ
は
-
忠
直

郷
の
婆
妾
に
し
て
忠
直
郷
御
発
従
の
節
、
一
国
女

を
乗
物
の
内
に
ι

刺
殺
し
て
此
寺
の
門
に
捨
置
た
る

11 
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故
麦
に
葬
り
し
と
云
、
法
名
真
如
観
月
大
姉
と
云

〔
名
蹟
考
〕

一
乗
寺
寺
枇
は
一
一
来
谷
浄
教
寺
に
在
る
妙
法
山
一

乗
寺
泣
か
。
一
乗
寺
の
北
庄
移
転
年
代
は
「
拾
遺
録

」
に
は
天
正
九
年
と
あ
り
、
「
影
響
録
」
に
は
「
慶

長
年
中
当
所
へ
移
る
」
と
あ
る
。
真
照
寺
の
場
合
も

天
正
年
中
、
慶
長
年
中
と
す
る
説
が
あ
る
か
ら
、
結

局
は
天
正
九
年
北
庄
い
づ
れ
か
の
場
所
に
移
り
慶
長

年
中
松
平
氏
の
城
北
の
新
市
街
建
設
後
現
在
の
浪
花

下
町
の
地
に
移
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
乗
寺
は

今
年
更
に
緑
町
に
移
転
し
た
。

真
照
寺
光
明
山
清
行
院
(
浄
土
宗
鎮
西
派
京

都
智
恩
院
末
)
|
元
簸
川
上
町
に
在
り
(
現
在
運

正
寺
に
併
合
)

開
基
源
智
上
人
、
建
永
元
年
(
一
二

O
六
)
一

乗
谷
に
於
て
建
立
慶
長
年
中
当
地
に
移
れ
り
〔
明

細
帳
〕

一
栴
井
県
史
第
一
一
蹴
に
「
浄
土
宗
越
前
に
於
い
て
は

源
智
早
く
足
羽
郡
一
乗
谷
に
来
り
」
と
あ
る
。
一
乗

寺
・
真
照
寺
は
共
に
浄
土
宗
鎮
西
派
に
属
し
開
基
も

同
じ
く
源
智
で
あ
る
が
、
浄
土
宗
布
教
の
道
場
を
こ

か
寺
も
同
じ
プ
来
谷
に
創
め
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い

か
ら
、
彼
が
最
初
乙
乙
に
創
立
し
た
寺
坊
が
一
乗
寺

で
あ
っ
て
、
後
に
真
照
寺
が
一
乗
寺
よ
り
分
立
し
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
れ
を
裏
付
け
る

資
料
と
し
て
、
真
照
寺
由
緒
書
に
「
当
寺
本
末
由
緒

之
儀
は
、
御
城
下
引
移
り
、
中
興
関
山
全
誉
土
人
よ

り
五
代
目
深
誉
上
人
迄
は
一
乗
寺
の
末
寺
に
御
座
候

処
、
深
誉
上
人
当
寺
よ
り
一
乗
寺
に
転
被
ν

致
、
比

代
に
京
都
智
恩
院
の
真
末
と
相
成
候
、
関
山
之
儀
は

宗
祖
円
光
大
師
(
法
然
上
人
)
の
御
弟
子
一
勢
観
坊
源

智
上
人
に
御
座
候
云
々
」
と
あ
り
、
中
興
関
山
よ
り

五
代
目
ま
で
が
一
乗
寺
末
寺
と
な
っ
て
い
る
乙
と

等
、
恐
ら
く
一
乗
谷
で
既
に
プ
来
寺
よ
り
分
立
し
た

様
で
真
照
寺
開
基
年
代
が
少
々
あ
い
ま
い
な
の
も
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
一
乗
谷
阿
波
賀
に
真
正

(
照
)
寺
祉
が
存
す
る

真
照
寺
は
戦
災
後
運
正
寺
に
併
合
さ
れ
て
廃
寺

と
な
っ
た
。

法
興
寺
融
園
山
(
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
)

小
山
谷
町

開
基
は
当
時
過
去
帳
に
よ
れ
ば
「
西
谷
浄
音
上

人
法
興
大
和
尚
、
流
祖
西
山
上
入
御
弟
子
也
、
当

寺
往
古
開
山
上
人
也
L

と
あ
り
、
明
細
帳
に
は

「
建
長
年
中
(
一
二
四
九
)
の
創
立
也
」
と
あ
る

福
井
県
史
第
一
一
編
に
「
浄
土
宗
は
建
長
年
中
証
空

門
下
の
法
興
、
府
中
に
あ
り
園
内
を
布
教
し
」
と

あ
る
か
ら
当
寺
の
濫
鱒
は
府
中
に
於
け
る
浄
土
宗

布
教
の
中
心
道
場
で
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

其
後
、
一
時
荒
廃
し
た
が
、
永
正
十
四
年
(
一

五
一
七
)
に
至
っ
て
(
拾
遺
録
に
は
永
正
二
年
と

あ
る
が
、
誤
記
で
あ
る
。
)
融
国
正
考
上
人
に
よ
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っ
て
一
一
束
谷
外
現
在
の
田
治
島
の
地
に
再
興
さ
れ

た
。
当
寺
過
去
帳
に
「
磁
国
正
考
上
人
天
帰
大
和

尚
、
此
上
人
ハ
京
西
山
粟
生
光
明
寺
十
六
代
之
尊

主
也
、
時
之
帝
之
依
げ
語
ュ
於
一
コ
清
涼
殿
一
阿
弥
陀

経
被
け
ル
講
ゼ
其
時
御
帰
依
倍
々
深
ク
則
紫
衣
一
重

被
コ
下
置
一
然
ル
ニ
其
瑚
ハ
当
寺
甚
破
地
ニ
成
ル
有

ル
ヲ
右
上
人
深
ク
悲
ミ
玉
イ
御
下
向
有
テ
、
後
柏

原
院
永
正
十
四
丑
年
上
人
六
十
四
才
之
時
於
ブ
一

乗
一
草
創
御
再
建
也
、
故
-
一
一
乗
開
祖
当
上
人
也

」
と
あ
り
、
乙
の
再
興
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て

当
寺
所
蔵
の
御
柏
原
天
皇
叡
感
勅
語
締
旨
が
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
法
興
寺
住
持
職
の
安
緒
状
と
も
云

う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

〔
後
柏
原
院
叡
感
勅
請
綿
旨
〕

法
興
寺
正
孝
上
人
御
房
右
少
尉
頼
継

仏
陀
寺
事
数
年
退
転

歎
思
食
之
処
近
日
再
興
之

懇
志
叡
感
之
余
彼
寺

住
持
職
之
事
所
勅
請
也

弥
令
逐
土
木
之
成
功
可
被

致
仏
法
之
興
隆
之
由

天
気
所
口
也
伯
執
達
如
件

永
正
十
三
年
六
月
四
日
右
小
尉
頼
継

法
興
寺
正
孝
上
人
御
房

朝
倉
氏
滅
亡
後
、
即
ち
慨
空
慶
伝
上
人
の
代
に

北
庄
に
移
っ
た
も
の
で
あ
る
。
天
正
六
年
(
一
五

七
八
)
十
二
月
二
十
日
付
の
柴
田
勝
家
の
提
書
に

一
乗
町
法
興
寺
と
あ
る
か
ら
既
に
天
正
六
年
以
前

の
移
転
で
あ
る
。

乙
の
柴
田
勝
家
捉
書
の
外
に
天
正
十
一
年
四
月
の

丹
羽
長
秀
禁
制
状
、
慶
長
五
年
霜
月
十
二
日
の
保
科

正
光
捉
書
な
ど
も
当
寺
に
現
存
す
る
が
、
い
ず
れ

も
、
「
越
前
若
狭
古
文
書
選
」
や
「
福
井
市
史
」
下

巻
に
活
字
と
な
っ
て
い
る
。
(
但
し
福
井
市
史
下
巻

の
先
述
の
勝
家
捉
書
に
一
乗
谷
法
興
寺
と
あ
る
の
は

勿
論
一
乗
町
法
興
寺
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。
)

乙
の
他
未
発
表
の
当
寺
所
蔵
古
文
書
は
先
の
後
柏
原

天
皇
の
倫
旨
の
外
後
奈
良
天
皇
の
倫
旨
が
あ
る
。

〔
後
奈
良
院
勅
願
所
御
祈
祷
倫
旨
〕

着
育
衣
可
致
天
下

安
全
御
祈
祷
者

天
気
如
此
執
達
如
件

天
文
九
年
四
月
廿
九
日
左
少
弁
(
花
押
)

法
興
寺
慶
伝
上
人
御
一
房

掃
苔
記
そ
の
他
に
「
移
転
当
初
は
一
乗
町
に
在

り
、
後
寛
永
一
頃
現
地
(
三
橋
町
)
に
移
る
」
と
あ
る

が
、
寺
基
は
北
圧
移
転
当
初
よ
り
移
動
し
て
い
な

い
。
こ
れ
は
勝
家
そ
の
他
の
提
書
に
一
乗
町
法
興
寺

と
あ
り
な
が
ら
、
藩
政
中
期
以
降
に
は
三
橋
町
法
興

寺
と
な
っ
た
ζ

と
か
ら
こ
の
様
に
混
同
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
法
興
寺
は
一
方
一
乗
谷
外
国
治
島
村
の
三
橋

地
籍
に
あ
り
、
従
っ
て
北
庄
移
転
後
も
三
橋
の
法
興

寺
と
呼
称
し
、
何
時
と
は
な
く
一
乗
町
地
域
の
中
、

法
典
寺
門
前
一
帯
が
三
橋
町
と
し
て
分
立
し
た
も
の

で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
の
戦
災
後
現
地
へ
寺
基
を
移

す。
安
養
寺
相
忍
山
(
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
)

|
緑
町

文
明
五
年
朝
倉
敏
景
一
一
東
谷
に
於
て
建
立
、

(
土
守
祉
は
東
新
町
地
籍
に
在
り
)
円
光
大
師
六
世
の

法
孫
顕
要
和
尚
を
請
じ
て
開
山
と
な
す
。
朝
倉
氏

滅
亡
後
九
世
の
僧
融
隆
北
庄
現
今
の
地
に
引
移
る

時
に
天
正
三
年
な
り
。
当
寺
往
古
は
値
林
小
本
山

の
寺
格
に
て
、
加
賀
越
前
両
国
派
の
触
頭
た
り
。

〔
明
細
帳
〕

清
源
寺
恢
楽
山
一
乗
院
(
浄
土
宗
鎮
西
派
京

都
智
恩
院
末
)
|
大
和
下
町

明
細
帳
に
「
当
寺
は
往
古
天
台
宗
に
し
て
明
応

年
中
開
山
真
盛
上
人
一
乗
谷
に
て
建
立
、
其
後
天

正
年
中
当
地
に
移
り
慶
長
年
中
量
覚
上
人
(
慶
長

十
年
寂
)
の
代
に
浄
土
宗
に
改
宗
す
。
」
と
あ

る
。
所
で
一
乗
谷
西
新
町
に
同
じ
く
開
山
を
真
慮

上
人
と
し
、
制
立
年
代
共
に
清
源
寺
と
同
じ
で
あ

る
天
台
宗
一
乗
院
盛
源
寺
が
現
存
す
る
。
こ
の
事

実
は
即
ち
往
古
一
か
寺
で
あ
っ
た
も
の
が
慶
長
年
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中
北
圧
清
源
寺
が
浄
土
宗
に
改
宗
し
た
た
め
旧
祉

に
再
び
天
台
宗
の
盛
源
寺
を
再
建
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
往
古
の
清
源
寺
の
寺
祉
は
現
在
の
盛
源

寺
か
ら
下
方
の
田
畑
の
所
に
存
す
る
。

寛
文
十
三
年
九
月
四
代
光
通
に
よ
り
永
寿
院
菩

提
と
し
て
吉
田
郡
経
田
村
の
内
、
高
弐
拾
石
寄
附

さ
れ
た
が
〔
松
平
文
庫
蔵
、
御
朱
印
状
控
〕
貞
享

三
年
召
上
げ
ら
れ
、
代
り
に
佐
野
主
膳
・
永
見
志

摩
・
多
賀
谷
権
太
夫
・
牧
野
主
殿
与
力
上
り
屋
布
三

倍
高
七
石
二
斗
支
配
何
付
け
ら
れ
た
。
後
こ
の
地

域
に
町
屋
が
建
て
ら
れ
三
橋
地
方
清
源
寺
町
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
〔
拾
遺
録
・
城
下
絵
図
〕

光
照
寺
一
一
来
院
(
天
台
律
宗
延
暦
寺
末
)

花
月
上
町

当
寺
由
緒
書
に
云
「
開
基
及
中
興
の
由
緒
巻
討

ぬ
る
に
桓
武
天
皇
の
御
宇
大
周
年
中
伝
教
大
師
勅

を
奉
じ
日
本
国
中
に
三
ケ
所
の
戒
檀
院
を
置
か

れ
、
一
一
束
円
頓
戒
を
普
く
庶
民
に
授
与
せ
ら
る
。

則
当
国
足
羽
郡
一
一
来
谷
に
其
一
巻
置
か
れ
、
西
山

一
乗
院
と
号
す
。
(
三
ケ
所
の
戒
檀
院
は
近
江
国

比
叡
山
東
塔
戒
檀
院
・
伊
予
悶
等
妙
寺
及
び
当
国

一
乗
院
な
り
)

文
明
三
年
朝
倉
敏
景
公
一
一
束
谷
に
城
を
築
く
や

当
時
の
佳
職
盛
舜
上
人
の
戒
徳
高
き
を
聞
き
帰
依

浅
か
ら
ず
、
祖
先
鳥
羽
豊
後
守
将
景
公
(
法
号
光

松
原

一
一
束
引
越
し
寺
社

照
寺
殿
)
菩
提
の
為
一
乗
院
を
再
建
し
、
寺
号
を

其
法
号
に
因
み
て
西
山
光
照
寺
と
称
し
祖
先
の
並
口

提
を
矛
ひ
、
兼
て
武
運
長
久
を
祈
ら
し
め
た
り
。

天
正
元
年
朝
倉
民
滅
亡
後
修
理
料
を
失
い
堂
塔
腐

朽
頚
廃
せ
り
。
慶
長
十
六
年
北
庄
現
今
の
，
地
に
移

る
。
」

当
寺
の
開
基
は
日
本
国
内
三
か
所
の
戒
壇
院
の
一

つ
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
が
創
ま
り
だ
と
し
て
い
る

が
、
史
実
に
照
合
す
れ
ば
明
ら
か
に
大
き
な
誤
伝
で

あ
る
。成

壇
は
当
時
大
乗
円
頓
戒
を
授
け
る
た
め
の
も
の

で
問
に
な
る
た
め
に
は
こ
こ
で
受
戒
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
平
安
初
期
に
は
こ
の
戒

J

担
は
南
部
(

奈
良
)
に
し
か
無
く
、
開
設
澄
は
乙
れ
を
延
暦
寺
に
ま

で
設
立
し
よ
う
と
、
し
ば
し
ば
朝
廷
に
請
願
し
た
が

ゆ
る
さ
れ
ず
、
最
澄
の
死
後
、
弘
仁
十
三
年
(
八
二

一
一
)
に
至
つ
て
は
始
め
て
設
立
認
可
さ
れ
た
。
そ
の

後
鎌
倉
末
期
に
後
醍
醐
天
皇
に
よ
り
元
応
寺
戒
地
一
、

法
勝
寺
戒
墳
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
更
に
地
方
で
は

鎌
倉
円
頓
宗
戒
寺
、
加
賀
白
山
薬
師
寺
、
伊
予
等
妙

寺
、
筑
紫
鎮
弘
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
成
地
院
が
設
け
ら

れ
、
こ
れ
を
遠
国
四
戒
壇
と
称
さ
れ
た
。
こ
の
様
に

天
台
宗
と
し
て
重
要
な
戒
埴
院
が
越
前
の
当
時
草
深

い
一
乗
谷
に
設
立
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。

天
台
宗
は
長
享
・
延
徳
年
間
一
乗
谷
三
代
城
主
貞

景
の
代
に
二
度
に
亙
っ
て
府
中
か
ら
一
一
東
谷
一
帯
に

布
教
に
来
た
真
盛
土
人
に
よ
っ
て
新
し
く
真
盛
派
が

弘
め
ら
れ
た
。
府
申
引
接
寺
・
岡
荘
西
光
寺
な
ど
こ

の
機
会
に
創
立
さ
れ
た
寺
院
が
多
く
、
一
乗
谷
で
も

延
暦
寺
真
末
の
光
照
寺
及
び
そ
の
末
寺
以
外
は
清
源

土
守
・
西
念
寺
・
極
楽
寺
な
ど
天
台
宗
真
盛
派
に
百
四
す

る
寺
院
ば
か
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
慶
長
北
庄
古
図
に
は
西
山
智
善
院
宗
光

照
寺
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
平
安
末
期
に
起
っ
た
台
密

(
天
台
宗
密
教
)
十
三
派
の
一
つ
智
泉
派
の
事
で
山

岳
宗
教
的
要
素
の
残
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て

光
照
寺
の
開
創
年
代
も
恐
ら
く
智
泉
派
の
起
っ
た
平

安
末
期
前
後
と
考
え
ら
れ
、
寿
永
元
年
(
一
一
八

二
)
の
足
引
観
音
の
伝
承
な
ど
も
こ
れ
を
裏
付
け
る

も
の
で
あ
る
。

さ
て
光
照
寺
の
中
興
開
基
、
鳥
羽
市
民
自
一
後
守
将
景
は

家
景
(
教
景
)
の
弟
で
、
宗
徳
二
年
こ
四
四
五
)

家
景
の
死
後
相
続
し
て
一
時
黒
丸
域
主
と
な
り
、
家

景
の
子
敏
臣
民
が
文
明
三
年
一
乗
谷
築
城
の
際
、
叔
父

将
景
の
菩
提
を
弔
う
た
め
当
寺
の
住
職
盛
舜
上
人
を

し
て
再
建
せ
し
め
た
も
の
で
、
朝
倉
家
か
ら
は
田
畑

の
寄
附
等
厚
い
保
護
が
加
え
ら
れ
た
。

現
在
安
波
賀
中
島
田
に
残
る
西
山
光
照
寺
祉
は
一
部

田
園
化
し
て
い
る
が
、
面
積
田
畑
約
五
反
歩
・
山
林

一
町
歩
に
亙
り
、
本
堂
祉
と
庫
短
祉
も
残
存
し
其
間

に
累
々
た
る
墓
石
、
無
数
の
石
仏
が
散
在
し
て
往
時

の
大
寺
の
面
影
を
止
め
て
い
る
。
藩
政
時
代
に
も
各

藩
主
よ
り
御
朱
印
を
賜
わ
り
保
護
が
加
え
ら
れ
て
い

ヲ
心
。
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藩
政
時
代
ま
で
は
城
下
内
舛
民
多
く
の
末
寺
を
有

し
て
中
山
格
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
城
下
内
七
か
寺
の

末
寺
の
他
、
窓
安
寺
(
武
生
)
、
光
明
寺
(
今
立
郡

下
川
去
村
)
西
蓮
寺
(
足
羽
町
東
大
味
)
、
最
勝
寺

(
一
一
来
谷
)
、
西
得
寺
(
丸
岡
町
)
、
西
照
寺
(
丸

岡
町
牛
か
島
村
)
、
智
禅
院
(
三
園
町
)
を
有
し
て

い
た
。
城
下
内
の
七
か
寺
の
末
寺
の
中
西
厳
寺
、
全

竜
寺
、
妙
貞
寺
、
蓮
台
寺
、
宝
蔵
寺
の
五
か
寺
は
慶

長
年
中
光
照
寺
と
共
に
一
一
来
谷
よ
り
移
転
し
た
も
の

で
あ
り
、
西
方
寺
は
天
正
年
間
北
庄
に
て
創
立
さ

れ
、
藩
政
中
期
に
光
照
寺
宋
と
な
っ
た
も
の
で
、
円

流
寺
も
最
初
は
一
向
宗
寺
院
で
あ
っ
た
も
の
が
、
務

政
中
期
に
同
じ
く
光
照
寺
末
寺
に
属
し
た
も
の
で
後

者
二
ケ
寺
は
直
接
一
乗
谷
に
関
係
が
な
い
た
め
別
稿

に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

西
厳
寺
(
天
台
律
宗
延
暦
寺
末
元
は
光
照
寺

末
)
i花
月
上
町

創
立
寛
仁
年
中
(
一

O
一
七
、
開
基
恵
心
僧
都
、

後
一
一
束
谷
ヨ
リ
北
庄
へ
移
ル
。
〔
拾
遺
録
〕

全
竜
寺
(
元
は
光
照
寺
末

)
1元
花
月
上
町
に

在
り
(
廃
寺
)

一
一
来
ヨ
リ
引
来
ル
〔
拾
遺
録
〕

元
、
当
寺
に
石
大
仏
観
音
あ
り
、
貞
享
三
年
一

乗
谷
の
土
中
よ
り
現
わ
れ
た
る
弘
法
大
師
作
の
伽

羅
木
の
霊
像
を
腹
寵
り
と
し
て
元
禄
年
中
建
立

せ
り
、
明
治
維
新
の
当
寺
廃
寺
の
際
、
光
照
寺
に

属
し
、
現
在
の
光
照
大
仏
の
起
源
と
な
っ
た
。

〔
由
緒
書
〕

妙
貞
寺
(
元
は
光
照
寺
末
〉
|
元
栄
町
に
在

り
(
廃
寺
)

一
乗
ヨ
リ
来
ル
、
当
時
寺
無
之
。
〔
拾
遺
録
〕

蓮
台
寺
(
元
は
光
照
寺
末
)
|
元
氷
川
町
に
在

り
(
廃
寺
)

一
乗
ヨ
ワ
来
ル
、
当
時
地
面
計
。
〔
拾
遺
録
〕

右
二
か
寺
は
い
ず
れ
も
享
保
之
図
に
在
り
、
安
永

四
年
の
絵
図
に
は
寺
地
は
町
屋
と
な
っ
て
い
る
。

(
妙
貞
寺
門
前
・
蓮
台
寺
門
前
)
即
ち
藩
政
中
期
に

廃
寺
と
な
っ
た
様
で
あ
る
。

宝
蔵
寺
〈
元
は
光
照
寺
末
)

I

l

元
九
十
九
町
に

在
り
(
廃
寺
)

西
山
光
照
寺
末
寺
鹿
俣
村
ニ
最
勝
寺
宝
蔵
寺
と

申
末
寺
弐
ケ
寺
有
之
候
、
然
処
黄
門
様
御
代
拙
寺

(
光
照
寺
)
福
井
表
江
引
越
申
候
ニ
付
、
右
宝
蔵

寺
茂
本
寺
同
様
ニ
朝
倉
家
御
由
緒
之
寺
院
三
間
是
も

福
井
表
へ
引
越
申
候
節
、
鹿
俣
寺
跡
茂
其
鐘
被
下

置
候
、
寺
跡
東
西
弐
拾
間
計
南
北
四
拾
間
計
ニ
市

凡
弐
百
年
近
拙
寺
支
配
仕
候
処
・
:
〔
露
俣
村
最
勝

寺
文
書
文
化
元
年
〕

慶
長
年
間
光
照
寺
と
共
広
一
乗
谷
よ
り
北
圧
石

場
西
源
寺
町
に
移
っ
た
宝
蔵
寺
は
其
後
明
和
七
年

(
一
七
七

O
〉
寺
号
寺
院
共
に
黄
柴
宗
秀
峰
(
周

法
)
に
売
渡
し
天
台
宗
宝
蔵
院
は
廃
寺
と
な
っ

た。
西
念
寺
一
乗
山
(
天
台
宗
真
盛
派
武
生
引
接

寺
宋
)
l足
羽
上
町

観
世
音
菩
薩
者
朝
倉
敏
景
御
信
仰
ニ
シ
テ
黒
丸

御
在
城
ノ
悶
リ
、
或
時
八
十
娘
君
庖
磨
御
本
服

被
ν
為
レ
在
因
ν
蕊
ニ
一
宇
建
立
シ
テ
御
一
族
朝
倉

兵
庫
助
景
勝
入
道
西
念
坊
ニ
御
守
リ
ヲ
被
二
仰

付
一
西
念
堂
痘
観
音
ト
申
シ
侍
リ
(
中
略
)
天
正

六
年
当
所
ヘ
遷
リ
則
チ
西
念
寺
ト
名
付
(
一
乗
谷

の
白
椿
谷
に
在
っ
た
と
云
う
V

〔
観
音
由
来
記
〕

延
徳
年
中
一
一
来
ニ
テ
伽
監
建
立
、
三
寸
ノ
観
音

ア
リ
、
一
二
十
石
寄
附
セ
ラ
ル
〔
拾
遺
録
〕

当
寺
は
府
中
引
接
寺
末
寺
で
あ
る
が
引
接
寺
は
長

享
二
年
(
一
四
八
八
)
に
創
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

西
念
寺
は
文
明
年
中
ま
だ
観
音
堂
で
あ
っ
た
も
の
が

延
徳
年
中
(
一
四
八
九
)
引
接
寺
創
立
後
一
早
く
末

寺
と
な
っ
て
一
寺
庵
を
為
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る。
長
運
寺
紫
雲
山
(
天
台
宗
真
盛
派
坂
本
西
教

寺
末
)
l照
手
下
町

弘
治
三
年
(
一
五
五
七
二
乗
谷
ニ
極
楽
寺
(
西

新
町
に
寺
祉
脊
す
)
ヲ
開
闘
、
朝
倉
民
滅
亡
後
北

庄
へ
移
ル
〔
拾
遺
録
〕

慶
長
北
庄
古
図
に
は
極
楽
寺
と
あ
り
、
万
治
二
年
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の
絵
図
に
は
長
運
寺
と
改
称
さ
れ
て
い
る
か
ら
元
和

.
寛
永
頃
に
極
楽
寺
よ
り
受
運
寺
と
改
称
さ
れ
た
も

の
か
。

愛
宕
大
権
現
社
別
当
天
台
宗
愛
宕
山
遊
楽
寺

松
玄
院
|
元
足
羽
山
今
の
歴
史
館
の
地
に
在
り

(
廃
社
)

本
地
勝
軍
地
蔵
、
永
正
八
年
於
一
二
乗
谷
一
朝

倉
孫
左
衛
門
尉
民
国
京
建
立
、
天
正
四
年
柴
田
勝
家

足
羽
山
へ
被
コ
引
移
一
寺
領
山
林
等
寄
附
、
今
以

右
之
通
被
二
下
置
一
候
〔
享
保
書
上
〕

文
明
年
中
一
乗
ニ
テ
建
立
ナ
ル
ニ
天
正
四
年
勝

家
当
山
へ
移
シ
テ
諸
堂
・
仏
関
・
石
垣
・
道
等
建

立
、
寺
領
十
石
寄
附
。
〔
拾
遺
録
〕
慶
長
八
年
松

平
秀
康
よ
り
丹
生
郡
向
山
村
之
内
三
十
石
寄
附
そ

の
後
各
藩
主
よ
り
も
禁
制
・
朱
印
吾
受
け
る
〔
愛

宕
の
松
玄
〕

開
基
朝
倉
孫
九
郎
右
衛
門
尉
景
儀
(
法
名
、
遊

楽
寺
殿
柏
庭
宗
悦
大
居
士
)
文
明
十
八
年
山
城
の

愛
宕
山
よ
り
慶
俊
僧
都
作
の
勝
軍
地
蔵
一
基
を
勧

請
し
、
云
々
〔
愛
宕
の
松
玄
U

「
享
保
書
土
」
に
永
正
八
年
氏
景
慾
立
と
あ
る
が

此
年
は
貞
景
の
時
代
と
な
る
。
朝
倉
系
図
に
は
孝
旦
京

が
遊
楽
寺
創
建
と
あ
る
か
ら
、
乙
れ
を
正
当
と
す
れ

ば
永
正
十
八
年
の
誤
伝
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
愛
宕

の
松
玄
」
に
は
交
明
十
八
年
朝
倉
景
儀
勧
請
と
あ
る

松
原

一
乗
引
越
し
寺
社

が
、
乙
れ
も
年
代
的
に
矛
盾
す
る
。
即
ち
朝
倉
系
図

に
よ
れ
ば
文
明
十
八
年
は
氏
景
二
十
八
才
に
し
て
死

去
し
た
年
月
で
、
氏
景
よ
り
六
番
目
に
当
る
景
儀
は

当
時
二
十
才
未
満
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
推
考
に
よ
り
遊
楽
寺
創
建
は
、
一
永
正
十
八
年

と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
創

立
個
所
で
あ
る
が
「
享
保
書
ヒ
」
や
「
拾
遺
録
」
に

は
一
乗
谷
と
あ
る
の
に
対
し
て
「
愛
宕
の
松
玄
」
の

編
者
は
こ
れ
を
東
郷
赤
坂
村
愛
宕
山
を
旧
地
と
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
は
元
天
神
堂
及
び
別
当
昌
救

院
の
あ
っ
た
所
で
す
〈
禄
頃
足
羽
山
へ
引
移
り
そ
の
跡

へ
逆
に
慶
長
二
年
長
谷
川
周
防
守
重
次
が
愛
宕
大
権

限
を
分
担
し
、
現
在
も
観
音
堂
が
存
す
る
〔
東
郷
村

誌
前
篇
〕
こ
れ
に
よ
っ
て
愛
宕
山
と
呼
称
さ
れ
る
様

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
結
局
こ
れ
が
先
の
編
者

を
し
て
愛
宕
大
権
現
の
旧
祉
と
考
え
せ
し
め
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
遊
楽
寺
の
旧
祉
は
現
在
一
乗
谷
城
一
戸
ノ

内
に
在
る
。

八
幡
社
別
当
天
台
宗
勝
軍
山
正
顕
寺
松
寿
院

|
湊
上
町

当
社
は
越
前
国
主
朝
倉
敏
景
一
一
東
谷
へ
築
城
移

住
の
師
、
(
文
明
年
間
)
宇
佐
八
幡
宮
の
御
分
霊

を
一
一
東
谷
城
戸
の
内
へ
勧
請
、
(
現
在
も
社
社
存

す
)
神
田
等
ぞ
寄
進
し
て
別
当
職
を
置
き
、
爾
来

代
々
崇
敬
し
来
り
し
が
、
慶
長
六
年
五
月
藩
祖
秀

康
領
内
神
社
由
緒
御
調
の
上
北
ノ
庄
に
遷
座
、
社

地
門
前
を
八
幡
町
と
称
す
。
慶
長
十
九
年
二
代
藩

主
忠
直
大
阪
出
障
の
際
武
軍
長
久
祈
祷
を
な
す
。

宝
永
五
年
神
社
火
災
に
擢
り
た
る
が
、
境
内
周

囲
人
家
相
密
の
為
将
来
を
慮
り
宝
永
六
年
冬
七
代

藩
主
吉
品
御
舟
町
の
地
に
社
地
五
百
四
十
余
坪
寄

進
の
上
、
神
社
再
建
、
遷
座
の
際
神
器
等
種
々
奉

納
あ
り
。
旧
社
地
四
百
余
坪
は
元
八
幡
と
称
し
明

治
七
年
迄
境
外
所
有
地
た
り
。
代
々
の
藩
主
崇
敬

厚
く
三
代
藩
主
忠
昌
社
領
と
し
て
三
ツ
橋
地
方
に

て
朱
印
地
と
し
て
す
石
を
寄
附
明
治
維
新
に
至
る

迄
継
続
し
文
政
元
年
の
大
火
に
類
焼
再
建
の
際
に

は
藩
主
よ
り
白
銀
等
を
寄
進
せ
ら
れ
た
り
。
(
そ

の
他
福
井
市
史
下
巻
参
照
)

享
保
七
年
十
二
月
十
六
日

御
舟
町
八
幡
へ
先
達
而
宮
地
御
寄
附
被
仰
付
候

処
、
表
之
方
町
屋
之
分
も
不
残
御
寄
附
被
成
下
侯

事
〔
御
用
留
抜
集
ニ
〕

心
月
寺
大
円
山
(
曹
洞
宗
永
平
寺
末
)
玉

井
町創

立
永
享
元
庚
酉
年
(
一
四
二
九
)
、
開
山
桃

庵
禅
洞
和
尚
、
開
基
朝
倉
孫
左
衛
門
尉
敏
景
帰
依

に
て
坂
井
郡
黒
丸
村
に
一
宇
建
立
、
心
月
寺
と
号

す
。
〔
拾
遺
録
〕

永
享
元
年
と
云
え
ば
敏
景
ニ
才
の
年
に
当
り
、
年

代
的
に
矛
盾
す
る
。
越
前
名
勝
志
に
「
朝
倉
教
景

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



松
原

一
乗
引
越
し
寺
社

78 

(
敏
景
の
祖
父
で
黒
'
丸
五
代
城
主
)
の
菩
提
寺
也
」

と
あ
り
、
教
景
の
法
名
を
心
月
寺
宗
覚
と
称
す
る
か

ら
、
開
基
は
朝
倉
教
景
で
あ
る
。

文
明
三
年
敏
景
一
乗
谷
築
城
の
醐
、
同
地
に
移

転
、
天
正
元
年
朝
倉
民
滅
亡
後
、
九
世
観
渓
和
尚

丹
生
郡
吉
江
村
に
移
転
、
慶
長
八
年
十
世
儀
天
和

尚
代
に
藩
祖
秀
康
よ
り
除
地
判
物
等
を
賜
い
、
現

今
の
地
に
移
れ
り
。
〔
明
細
帳
〕
寺
社
は
一
乗
谷

西
新
町
に
存
す
る
。

叉
旧
酒
生
村
前
波
区
に
も
心
月
寺
跡
と
称
す
る

所
が
あ
る
。

慶
相
院
幸
雲
山
(
曹
洞
宗
永
春
寺
末

)
l元

若
松
町
に
在
り
(
現
在
永
春
寺
に
併
合
)

創
立
永
禄
三
年
(
一
五
六

O
)
四
月
十
一
日
、

北
庄
城
主
朝
倉
土
佐
守
景
行
帰
依
に
よ
り
、
北
庄

永
春
寺
四
世
宗
岳
和
尚
を
招
請
し
一
乗
谷
に
建

立
、
慶
長
六
年
二
世
智
山
和
尚
現
地
に
移
る
。
戦

災
後
、
永
春
寺
へ
併
合
。

大
一
乗
院
一
一
束
山
(
曹
調
宗
吉
峰
寺
末

)
i清

川
下
町

朝
倉
義
景
公
の
発
願
に
よ
り
一
一
東
谷
城
下
に
延

命
地
蔵
を
建
立
し
、
朝
倉
民
滅
亡
後
、
北
庄
に
移

り
、
三
之
丸
の
外
今
松
原
の
有
所
に
鎮
座
あ
り
し

を
、
慶
長
六
年
現
地
に
移
す
。
〔
拾
遺
録
・
由
来

記〕

当
院
は
元
当
山
派
修
験
宗
な
り
し
が
、
大
正
四

年
九
月
曹
調
宗
吉
峰
寺
末
と
な
る
。
本
尊
地
蔵
菩

薩
は
鼻
献
地
蔵
と
称
し
長
一
丈
ニ
尺
の
石
像
に
し

て
世
に
名
高
し
。

足
羽
郡
誌
後
編
に
「
西
新
町
坂
尻
に
鼻
飲
地
蔵
と

称
す
る
大
石
仏
あ
り
て
胴
部
は
天
文
年
間
の
製
作
に

系
る
、
傍
ら
に
永
禄
十
年
の
銘
あ
る
不
動
尊
あ
り
o
」

と
あ
る
が
、
乙
れ
と
関
係
が
あ
る
か
否
か
不
明
。

顕
本
寺
谷
知
山
泰
了
院
(
法
華
宗
京
都
本
能

寺
末
)
相
生
町

明
応
年
中
(
一
四
九
二
)
於
二
乗
一
伽
藍
建

立
、
天
正
五
年
柴
田
民
二
十
町
四
方
の
舗
地
(
?
)

寄
舵
サ
レ
、
今
ノ
孝
顕
寺
ノ
地
へ
移
ヮ
、
慶
長
七

年
当
地
へ
移
ル
、
朝
倉
氏
・
柴
田
氏
・
丹
羽
氏
・

堀
民
ノ
判
物
ア
リ
。
〔
拾
遺
録
〕

一
一
来
谷
谷
知
村
(
現
在
城
一
戸
内
に
矢
地
谷
あ

り
)
に
建
立
す
る
た
め
山
号
を
谷
知
山
と
云
う
。

〔
由
緒
記
〕

妙
観
寺
松
応
山
隆
善
院
(
法
華
宗
京
都
妙
蓮

寺
末
)
|
緑
町

創
立
文
明
十
八
年
(
一
四
八
六
)
、
閉
山
日
覧

僧
正
北
国
下
向
の
刷
、
国
主
朝
倉
氏
景
眼
病
に

付
、
日
覧
に
祈
祷
を
被
ν
請
即
時
に
平
癒
、
依
ν

之
一
一
束
谷
に
一
宇
建
立
、
妙
観
寺
と
号
す
。
朝
倉

氏
滅
亡
後
天
正
四
年
北
庄
現
今
の
地
に
移
る
。
明

〔
明
細
帳

和
三
年
及
文
政
元
年
に
大
一
火
に
会
う
0

.
拾
遺
録
〕

妙
性
寺
一
乗
山
(
日
蓮
宗
京
都
妙
顕
寺
末
)

乾
新
町

創
立
延
徳
年
中
、
(
一
四
八
九
)
開
祖
通
観
一

乗
谷
に
於
て
一
宇
建
立
し
善
行
院
と
号
す
。
慶
長

年
中
第
五
世
日
進
上
人
北
圧
へ
移
り
妙
性
寺
と
改

号
す
。
〔
明
細
帳
〕

最
初
城
之
橋
寺
町
に
在
り
、
寛
文
九
年
大
火

後
、
外
中
島
寺
町
に
移
り
、
元
禄
七
年
石
場
寺
町

善
行
寺
断
絶
後
、
跡
地
に
移
り
、
更
に
昭
和
十
年

十
一
月
現
地
に
移
転
す
る
。
〔
各
城
下
絵
図
・
御

用
留
抜
集
〕

本
妙
寺
松
竜
山
善
光
院
(
蓮
宗
京
都
本
国
寺

末
)
1照
手
上
町

永
正
十
七
年
〈
一
五
二

O
)
閉
山
日
視
僧
都
一

乗
谷
に
建
立
、
慶
長
六
年
寺
町
へ
引
、
後
長
者
町

へ
移
リ
、
叉
現
地
へ
移
ル
、
御
代
々
御
判
物
円
札

等
ア
リ
。
〔
拾
遺
録
・
明
細
帳
〕
一
一
来
谷
阿
波
賀

に
寺
社
存
す
。

常
楽
寺
妙
覚
山
(
白
蓮
宗
京
都
本
園
寺
末
)

|
元
若
松
町
に
在
り

一
乗
ニ
テ
日
従
上
人
開
基
、
慶
長
六
年
現
地
へ

移
ル
。
〔
拾
遺
録
〕

但
し
明
細
帳
「
創
立
文
明
二
年
、
開
祖
権
大
僧
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都
善
信
院
日
従
、
丹
生
郡
志
津
村
に
於
て
建
立
、

慶
長
年
中
溝
祖
秀
康
入
部
の
翻
現
今
の
地
に
移

る
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
が
真
な
る
か
不
明
。

戦
災
後
、
先
の
本
妙
寺
と
合
併
し
一
寺
と
な

り
、
本
楽
寺
と
改
称
す
る
。

妙
経
寺
本
門
山
(
法
華
宗
京
都
妙
満
寺
末
)

相
生
町

本
山
廿
二
世
大
僧
都
寿
量
院
日
長
上
人
、
享
禄

元
年
頃
へ
一
五
二
八
〉
一
乗
谷
ニ
於
テ
内
藤
民
ノ
手

引
ヲ
以
テ
一
宇
ノ
庵
ヲ
結
ピ
、
読
経
他
事
ナ
シ
、

朝
倉
義
景
落
城
後
壇
頭
内
藤
民
は
天
王
村
へ
退

被
レ
申
、
当
寺
ハ
天
正
五
年
芝
原
民
柴
田
修
理
大

夫
助
代
奉
行
所
へ
願
ヒ
遥
ノ
上
、
銭
一
貫
文
地
面

貰
受
今
ノ
運
正
寺
地
所
へ
移
ル
、
渡
辺
三
助
・
ヒ

モ
f
屋
文
厄
一
乗
谷
ヨ
リ
引
越
壇
家
、
其
後
慶
長

十
二
年
頃
運
正
寺
建
立
ニ
付
キ
、
現
地
ニ
移
ル
。

〔
寛
政
十
年
由
緒
書
〕

日
長
上
人
一
乗
谷
に
一
宇
建
立
、
妙
満
寺
と
号

す
。
〔
拾
遺
録
〕

教
徳
寺
福
柴
山
玄
行
院
(
日
蓮
宗
京
都
妙
覚

寺
末
)
l若
松
町

開
祖
経
蔵
院
日
心
上
人
、
天
文
六
年
(
一
五
三

七
)
一
乗
谷
に
於
て
建
立
、
慶
長
年
中
(
?
)
北

庄
現
地
に
移
る
。
〔
拾
遺
録
・
明
細
帳
〕

本
誓
寺
(
真
宗
大
谷
派
)
|
松
本
上
町

永
様
四
年
(
一
五
六
一
)
開
基
信
明
一
乗
谷
に

於
て
一
宇
建
立
、
本
光
寺
と
称
し
、
浄
土
宗
な
り

し
が
、
慶
長
年
中
本
願
寺
教
如
上
人
に
帰
依
し
真

宗
と
な
り
、
本
誓
寺
と
改
称
、
東
御
堂
寺
内
に
移

り
培
頭
と
な
る
。
明
治
頃
廃
寺
と
な
っ
た
が
、
大

正
三
年
四
月
江
戸
下
町
実
語
教
会
が
寺
号
巻
譲
り

受
け
、
後
再
び
真
宗
と
な
り
昭
和
二
十
七
年
現
地

に
移
る
。
〔
明
細
帳
〕
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